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血液透析患者の震災に対する備え
～携帯用災害時緊急対応カード配布を通して～



は じ め に

透析医療の現場にあって、地震災害対策は

必須である。しかし、血液透析中の震災対策

（緊急離脱訓練etc.）の重要性が認知されて

いる一方で、非透析中を想定した震災対策

（避難、被害情報の交換etc. ）については患

者任せとなりがちである。



震災発生時の対処法と関連情報を

記した「透析患者災害時対応カード」

を作成、配布することにより、震災対

策についての啓蒙、不安度の軽減、

対処法の認識度の向上を図る。

目 的



当院で維持血液透析中の患者48名に対し、

震災に対する意識、不安度、対処法の認識度

についてVAS (visual analog scale)を用いて聞

き取りアンケート調査を行った。

当院で作成した「透析患者災害時対応カー

ド」の配布前後で調査結果を比較検討し、患

者背景因子との関連性について検討した。

対象 と 方法



患者背景

Sex(m/f)

Age(yr)

32 / 16  (N=48)

67.1 ± 10.9

HD duration(yr) 5.7 ± 5.2 (0.3～23.7）

26 / 22DM/non-DM



カードの表面



カードの裏面



（１） 大地震に対する漠然とした不安感は？
全く無い 非常に不安

（2） 透析中に起こる大地震について
２－１）透析中の大地震に対する不安感はのどのあたりだと

思いますか？
全く無い 非常に不安

２－２）透析中の緊急的な対処方法についての予備知識レ
ベルはどのあたりだと思いますか？

全く無い 充分にある

（3） 非透析中に起こる大地震について
３－１）在宅中の大地震に対する不安感はのどのあたりだ

と思いますか？
全く無い 非常に不安

３－２）在宅中の緊急的な対処方法についての予備知識
レベルはどのあたりだと思いますか？

全く無い 充分にある

３－３）次の透析に備えてとるべき行動についての知識レ
ベルのどのあたりだと思いますか？

全く無い 充分にある

３－４）震災時の情報収集の手段についての知識レベルは
どのあたりだと思いますか？

全く無い 充分にある

３－５）避難のために必要な情報（避難所の位置など）は、
どの程度持っていますか？

全く無い 充分にある

３－６）避難のために必要な持ち出し物品の準備は、どの
程度されていますか？

全く無い 充分である

３－７）ライフライン停止時に、三日間を乗り切るための
準備はどの程度されていますか？

全く無い 充分にある

(４) 大地震における情報伝達について
４－１）安否確認の手段である「災害ダイヤル171」につい

て知っていますか？
全く知らない 充分に知っている

４－２）災害時対応のための情報をまとめた携帯用カード
があった方が良いと思いますか？

全く必要ない ぜひ必要だ
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透析に関する地震災害についてのアンケート



カード配布前後のアンケート結果(1)

配布前 配布後

3.2±3.3 4.6±3.2

（１）大地震に対する
漠然とした不安感

（2-1）透析中の大地震
に対する不安感

ns

ns

ns

p<0.0001

p<0.005

5.2±3.4

5.1±3.1

3.0±3.0

5.0±3.5

4.3±2.8

5.1±3.3

4.8±3.0

4.1±3.3 

4.8±3.3

4.5±2.6 ns

（2-2）透析中の対処方法
についての予備知識

（3-1）非透析中の大地震
に対する不安感

（3-2）非透析中の対処方法
についての予備知識

（3-3）次回透析に備える為
の行動についての知識



カード配布前後のアンケート結果(2)

配布前 配布後

（3-5）避難に関連する
情報についての知識

（3-6）避難時に持ち出す
物品の備え

p<0.005

p<0.001

ns

p<0.07

5.6±3.8

4.6±3.3

1.0±2.2

1.5±2.5

2.1±3.4

6.7+±3.0

5.3±3.1

1.2±2.6

1.9±2.9

4.4±3.8 p<0.0001

（3-7）ライフライン停止時
のための備え

（4-1）災害ダイヤル171
についての知識

（4-2）災害時対応カード
の必要性について

（3-4）震災時の情報収集
手段についての知識

6.7±3.8 7.3±3.5 p<0.01
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アンケート結果の男女比較（設問2-1）
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アンケート結果の男女比較（設問4-2）

男性女性

(point)
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災害時対応カードの
必要性について（配布後）
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アンケート結果の不安度群別の比較（設問2-1）

配布前 配布後 配布前 配布後 配布前 配布後

低度不安群 中等度不安群 高度不安群

低度不安群: 0〜3.3

中等度不安群
: 3.4〜6.6

高度不安群: 6.7〜10
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～透析中の大地震に対する不安感～ (Mean±SE)



アンケート結果の透析年数との相関性(設問2-2)

Y = 1.984 + .185 * X; R^2 = .095
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～透析中の対処方法についての予備知識～



ま と め
震災への不安、対処法の認識度は、各種

背景因子に関連性が認められた。

カード配布の前後で、震災対処法につい

ての認識度が向上し、高度不安群におい

て震災に対する不安度が軽減した。

震災時の具体的な備えについての行動変

化は明らかではなかった。

１）

２）

３）



震災への不安、対処法についての認識度は、患

者の背景因子に関連して個々に大きく異なってお

り、きめ細かな対応が必要であると思われた。

非透析時に携帯、活用できる「透析患者災害時対

応カード」は、不安軽減、対処法の認識度改善の

ために一定の効果をもたらしたが、一方で具体的

な備えについての行動変化は明らかでなかったた

め、更なる啓蒙と指導が必要であると思われた。

考 察



「透析患者災害時対応カード」を

用いた啓蒙と指導は、透析施設

における震災対策として有効で

ある。

結 語


